
                    女子バスケットボール部県ベスト８ 

 １月に行われたバスケットボール 
県新人大会で，女子チームがベスト 
８に入り，岩手・宮城対県選抜バス 
ケットボール大会に出場しました。 
 岩手県の上位校と対戦し，僅差で 
敗れたものの，県総体に向けての良 
い経験となりました。 
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名北の風 
 

「みやぎ高校生フォーラム」に参加しました 

               

 ２月４日（土）に「みやぎ高校生フォーラム～私たちの志の地域貢献」が行われ，生徒会執行部，奉仕活動

部が参加しました。他校の学習成果発表や意見発表を聴き，その後県内の高校が１４グループに分かれ，「未来

を担う私たち高校生にできる地域貢献～新たな提案～」をテーマにディスカッションを行い，名取北高は，司

会を担当しました。時間に制約があり，まとめるのも大変でしたが，実りあるグループ討議を行うことができ

ました。 

「大震災を語り継ぐ北高生の集い」 

  

２月１５日（水）の４校時に，「大震災を語り継ぐ北高生の集い」を実施しました。この行事は，東日本大震

災で犠牲となった方々を悼み，震災の経験を語り継ぐことによって震災の風化を防ぎ，未来への教訓とするこ

とを目的に行われています。第７回となる今年は，不二が丘小学校校長の荒明聖先生を講師にお迎えし，「「昔

話」に学ぶ防災～わたしの教訓２０～」と題してご講話をいただきました。荒明先生は震災当時，東松島市に

ある大曲小学校の教頭先生をなさっておられ，その際のご経験を「わたしの教訓２０」としてお伝えください

ました。生徒たちは真剣に耳を傾けていました。 

生徒の感想 

もう 12 年も経ったのだなと改めて実感した。過去の記憶にしてしまってる部分もあるし，忘れてしまっているところも沢山あるなと思いま

した。今，少しだけでも震災のことを覚えてるのは私たちくらいしかいないと思います。だからこそ，これからたくさんの人に伝えていかなけ

ればいけないし，一つも忘れてはいけないと思いました。色々考えるきっかけになってよかったです。（３年） 

マニュアルに従うだけでなく，とっさに判断する柔軟な対応力も必要であることが分かりました。時間が経つにつれて記憶は薄れてしまいま

すが，次の世代に伝えるためにも，自分から東日本大震災について学んでいこうと思います。（３年） 

震災からかなりの時間が経過して少しずつ皆の記憶が薄くなりつつある時期に，改めて震災の事を忘れないことの大切さやあの経験をもとに

これからにどうつなげていくのかなど，様々なことを考えさせられました。自分自身は当時のことを思い出したりすることもなく，普通に暮ら

せていますが，今でも思い出したりして苦しくなったりする人も一定数いると思います。そういった人達にもしっかり寄り添っていける人に私

はなりたいです。（２年） 

震災の記憶はほとんどありません。小学校から震災の勉強をしてきて毎回のように，私が実際に津波を前にしたら何ができるのだろうと考え

ます。当時の中高生はとても勇気ある人だと思います。だんだんと震災を体験した人が少なくなるにつれて伝承する人も減少し，震災で亡くな

った人たち、被害にあった人、植物、動物を知らない人がいるようになることがとても悲しく，あってはならないことだと思います。戦争や震

災の辛さを何度も学ぶたびに，涙があふれてきます。生きるということがこんなにも当たり前にできることではないのだと改めて知ることがで

きました。生まれてきたこと今を生きれることに感謝し，日々の生活を大切にしていきたいです。（１年） 

これからは「震災を体験した者」より「被災者から思いを 

受け取った者」が社会を担うことになります。同じような悲惨 

な出来事を繰り返さないために，伝承しつづけていくべきだと 

考えます。（１年） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【 宮城県名取北高等学校 】 〒981-1224 宮城県名取市増田字柳田 103   TEL 022-382-1261  FAX 022-384-8976 

HP https://natorikita.myswan.ed.jp/  mail  natorikita@od.myswan.ed.jp  （担当）教頭・原畑 聖子 

「総合的な探究の時間」発表会 

 

 ２月８日（水）に２年生，２月１４日（火）に１年

生各クラスの代表が，１年間「総合的な探究の時間」

で取り組んできたことについて，発表会を行いまし

た。２年生は，尚絅学院大学，東北大学の先生方に，

１年生は宮城県総合教育センターの先生方に講評を

いただきました。 

 

出前授業が行われました 

 

 ２月１６日（木）に２年生理系３クラスを対象に

出前授業が行われました。経済産業省資源エネルギ

ー庁より，宮城県出身の岩渕雄太様に来校いただき，

「東京電力福島第一原子力発電所の廃炉や ALPS 処

理水について考える」という題で，福島復興へ向け

た取り組みや，ALPS 処理水について学びました。

また，学びを基に話し合ったことを共有し，これか

らの復興課題につ 

いて考える貴重な 

機会となりました。 

 

３月行事予定 
 

1日（水）卒業式（１・２年生は 12:00まで敷地内立入禁止） ２日（木）特編授業（４時間） 

３日（金）特編授業・入試準備 ６日（月）高校入試 １６日（木）高校入試合格発表 

１７日（金）街頭交通指導 新２・３年個人写真撮影 進路ガイダンス（１年３～４校時，２年５～６校時） 

２０日（月）スタディサポート カウンセリング ２４日（金）終業式（午前授業） 

２９日（水）離任式 
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教
職
に
つ
い
た
理
由
は
？ 

Ａ 

本
当
は
幼
稚
園
で
保
育
に
携
わ
り
た
く
て
大
学
で
は
幼
稚
園
教
員
養
成
課
程
に

入
学
し
ま
し
た
が
，
ピ
ア
ノ
が
ほ
と
ん
ど
弾
け
な
か
っ
た
実
情
も
あ
り
，
小
学
校

教
員
に
な
り
ま
し
た
。 

Ｑ 

教
員
の
仕
事
の
楽
し
さ
や
魅
力
は
？ 

Ａ 

学
級
担
任
を
外
れ
て
二
十
年
に
な
り
ま
す
が
，
学
級
担
任
と
し
て
子
ど
も
た
ち

の
成
長
に
ふ
れ
ら
れ
る
こ
と
が
一
番
で
す
。
ま
た
，
担
任
で
は
な
い
も
の
の
管
理

職
と
し
て
は
，（
今
も
授
業
に
入
っ
て
い
ま
す
が
）
荒
れ
た
学
級
や
学
年
を
立
て

直
し
に
か
か
る
労
力
と
時
間
は
相
当
で
あ
る
も
の
の
，
手
の
掛
か
る
子
ど
も
た

ち
が
学
習
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
，
勉
強
が
分
か
っ
た
り
と
ホ
ン
ト
に

小
さ
な
成
長
場
面
に
出
会
え
る
こ
と
が
幸
せ
に
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
成

長
。
発
達
に
少
し
は
寄
与
で
き
て
い
る
と
思
え
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。 

Ｑ 

仕
事
で
の
一
番
の
思
い
出
は
？ 

Ａ 

や
は
り
東
日
本
大
震
災
で
の
被
災
・
犠
牲
・
復
旧
で
す
が
，
近
年
で
は
コ
ロ
ナ
禍

で｢

ど
う
し
た
ら
，
リ
モ
ー
ト
で
は
な
く
リ
ア
ル
で
学
校
生
活
を
通
常
に
近
い
ス

タ
イ
ル
で
行
わ
せ
る
か｣

を
，
知
恵
を
出
し
合
っ
て
な
ん
と
か
実
施
に
こ
ぎ
着
け

達
成
感
が
あ
る
こ
と
で
す
。 

Ｑ 

日
頃
か
ら
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？ 

Ａ 

自
身
の
健
康
と
メ
ン
タ
ル
面
を
安
定
さ
せ
て
教
職
員
・
子
ど
も
た
ち
・
保
護
者
・

地
域
住
民
と
接
し
，
穏
や
か
で
健
や
か
な
姿
の
校
長
像
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
こ
と
や
目
標
は
？ 

Ａ 

小
学
校
教
員
で
す
が
，
長
年
，
中
学
校
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
や
他
県
で
の
防

災
講
演
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
高
校
で
の
実
践
は
名
取
北
高
が
初
め
て
で
し

た
の
で
，
こ
の
貴
重
な
経
験
を
ふ
ま
え
て
他
の
高
校
（
願
わ
く
ば
，
防
災
に
係
る

専
門
課
程
の
あ
る
高
校
）
で
の
指
導
や
支
援
に
か
か
わ
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

Ｑ 

北
高
生
の
印
象
は
？ 

Ａ 

一
言
で
言
う
と
，
真
摯
な
姿
勢
が
伝
わ
る
五
十
分
間
の
講
演
視
聴
で
し
た
。 

後
日
届
く
感
想
文
を
読
む
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

北
高
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！ 

Ａ 

講
演
プ
レ
ゼ
ン
に
も
実
に
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
盛
り
込
み
ま
し
た
が
，

自
分
を
大
事
に
，
他
人
を
大
切
に
。
振
り
返
っ
て
み
て
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
え
る

人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
で
も
，
歩
み
を
進
め
ら
れ
な
い
時
に
は
足

踏
み
を
，
足
踏
み
す
ら
で
き
な
い
時
に
は
動
き
を
休
め
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
て

い
ず
れ
一
歩
を
踏
み
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
て
く
だ
さ
い
。 
｢

今
，
こ
の
一
瞬
を
大
切
に｣
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